
■　死者への舞踏 
　 
　弟６日目を迎えたこの日の朝から、企画責任者である由良部氏は「今日は(鎮魂)たまし
ずめだから」と言っていた。連日の打ち上げの疲れもピークに達していた…せいではな
い。今日は死者への舞踏、だからだ。西陣ファクトリーGardenとスペースALSーD、ふ
たつの会場を使っての上演。つまり会場間を徒歩で移動するという試みだ。　　　　　　　　　
Garden→ALSD→Gardenと２回の移動。これはわくわくする。 

　18:00 start　 
　　死者への舞踏手　：　関典子　田中誠司　Rosaゆき 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 開演前の 
　　　　　　　　　　　 西陣ファクトリーGarden  
　　　　　　　　 　　　　 

関典子　「弔～白鳥の詩」　～西陣ファクトリーGarden～ 
　公演に先立ち、由良部正美氏より「死者への舞踏」への思いが語られ、期待が高まるな
か関典子の舞台が始まった。 
　頭上からミシミシ音がする。会場の天井と客席の間には木の骨組みがあるのだが、彼女
は其処にいた。ぶら下がった電灯を揺らしては消してゆく。子気味よく遊ぶ妖精のようだ。
するすると降りてくると、心許なく辺りを見回している。黄金の左腕が垣間見え、激しく
踊り出した身体は、閉じ込められた白鳥のようにも見えた。やがて打ちひしがれる様に倒
れ、ふいに起き上がると奥にある窓を開けた。すると黄金の光が窓から溢れ出した。うっ
とりするような幻想的な場面。窓枠に羽を休めるように腰掛け、そこからまさに飛び立と
うとしている姿に胸が打たれる。立ち上がると足がすーっと浮かび上がり、魔法のように
窓の外へと昇っていった。観客は、今此処で起こった出来事と、窓の外の未知なる世界と
に思いを馳せた。イメージが空高く広がっていくような余韻に浸った。 

■ 

　　 

　　　～18:40~18:50 移動。18:55、 
　　　　　　スペースALS-Dにて客入れ終了～ 
　　スタッフの誘導と共に歩くこと１０分。 

　　ぞろぞろと、楽しげな様子。 

　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 



　　　　　　　　　　　　　　 開演前のスペースALS-D 
　　　　　　　　　　　 日が暮れてきた。 

田中誠司　「静かな微光」　～スペースALS-D～ 
　ほんのり照明が灯り、幽玄的なオーラを漂わせる田中氏が現れた。右手には一輪の花を
持っている。沈黙の中、繊細に柔らかく花と共に、あるいは花そのもののような佇まいだ。
するとかすかに「聞こえてるよ」と呟いた。目に見えない者達と囁きあっている。 
　強く一点を見つめ床に落ちていった時、悲しいようなたまらない表情になった。観客は
吸い込まれるように魅入った。 
　花を置いて身を起こした田中氏は、新しく生まれ変わったように変容していた。呼吸す
るように音楽が流れ始める。新たな生命に戸惑いながらも、だんだんと歓びがひろがって
いく。まるで生を讃歌している様子に心がほどかれた。 
　ふっと空気が変わり、小さく「ばいばい」と言った。そしてゆっくりと去っていく。 
田中氏が絶えず交感していた目に見えない者達。観客はその存在のことを想い、誰もいな
くなった舞台に何かを見ていた。 

　　 

　　　　　～19:30~19:40 移動。 
　　　19:55、西陣ファクトリーGarden客入れ終了 
　　　　少し慣れた感じで歩く。「ただいま」とい う人も。 
　　　　　　　　もうすっかり暗くなった。 

Rosaゆき　「ポエジー イン ザ キッチン」～西陣ファクトリーGarden~ 
　おもちゃのトラックを引っぱる、子供のようなRosa氏が登場。中に入っていた物
（ジャガイモやきゅうりやなす）を大事そうに床に置いていく。トラックを激しく横転さ
せた後、きゅうりにかぶりつく姿は清々しくも、ある凄みを醸し出していた。 
　「えいせいぼうろ、私は母を失った…」手紙の朗読へと続く。そして喪失感の中、横た
わった。立ち上がって踊り出すその表情は、ぞくっとする深い眼差。 
　アップテンポの曲が流れるや、椅子と軽快に踊る！椅子を通じて、何か対決を挑んでい
るようにも見えた。ここでは悲しみが別の形になっているようだ。 
　動きも音も止むと、アルバムを開いて客席に見せた。その無邪気さが、切なさを増大さ
せる。アルバムを閉じて立ち尽くす姿は、一人の人間の豊潤な深淵を感じさせるもので、
そこに宇宙を見た気がした。 
　最後は、客席のほうに座って舞台を眺めるRosa氏だった。 



アフタートーク　司会：由良部正美 

　「今日は、鎮魂(たましずめ)です」と由良部氏は言い、この企画について「お客さんを
含めた、舞台空間そのものを包み込んでいる何かの存在があるんじゃないかと思っていて、
それは死者への思いにつながる」と語った。そして出演者それぞれが、今回のテーマにつ
いて話していった。 

　関氏は、舞踏として踊ることは普段の姿勢と全然違うと語った。今回「弔」という漢字
の成り立ち(棒につる状のものが巻き付いたかたち・天と地をつなぐ)からインスピレーショ
ンを得、吊るされるイメージもあったという。黄金に塗られた左腕についての質問を受け
「白鳥の歌の伝説では、死ぬ前にひと声だけ美しく鳴くという。白鳥じゃなくて人間なん
だけれど、はしばしに鳥のように見えればと思って」と答えた。 

　田中氏は、今回の話があってから、近しい人が２人亡くなったと話した。現実の中での
死の重さを感じ、見送る側のことを強く意識したという。死者と踊るということ、見送っ
た人と踊りの中で出逢えたらいいなと思った。でも難しかった、と真摯に語った。足首の
輪は何？との質問を受け、意味はないんですと言い、歩き方の話に及ぶと、どうやったら
繊細に歩けるかを考えると、死者の上を歩くイメージで歩くことだった、と話した。 

　Rosa氏は、舞踏公演はとても久しぶりで嬉しかったと語り、死に対しては「魅かれ
る」と言った。実体験から死ってすごいな、それを踊りにするにはどうすれば良いのか苦
労があったという。突き詰めて考えると、手も足も動かなくなるから、切り口を変えていっ
て今回の舞台になった、と話された。最後客席から舞台を眺めていたことの質問を受け「自
分の中での次への転換の時間だった」と答えた。 

　由良部氏の3人への感想。 
関氏…「踊りに向かい合う姿勢の凄さ、又身体との対話をいつも感じるが、今日もすごく
感じた」 
田中氏…「生と死の狭間にいてゆっくり身体の声を聴いていく。それはまるで森の中にい
るような感覚になった」 
Rosa氏…「日常の動き、日常にある自分の身体との延長線上にある、死者とのつながり
のことを思った」 

　質問タイムは予想以上に盛り上がり、暖かい雰囲
気に包まれた。（田中氏、笑わせてくれました！)　　　　　　　　　　　 

　　　 
　　お客さんが帰られた後の様子　→ 

　　　たましずめの日なので、打ち上げもなし！ 
　　　　　　　　こんな日もあっていい。 



■ 

　今回の会場から会場への移動は、大変だけれど面白いものだった。西陣という場所柄、
細く迷路のような町並みをみんなで歩いた。「死者への舞踏」の演出に、皆で参加したの
だ。それぞれの死者への舞踏手と共に、観客も死者への思いを巡らせた。静けさの中で、
心は子供のようにウキウキしたのは、何故だろう。楽しかった。 

■ 

「弔いーーこの死者という不在・虚に対しての行為は、舞踏を考える事においても、舞台 

　　　　　空間を考える事においても、決定的に大事なことに思います。」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　～死者への舞踏、パンフレットより～


